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イ 21：31b～ 32）のは、彼らは父の意志を行うからである（マタイ 21：31a、cf. 7：
21～ 23）。王国は従来の小作人から取り上げられ、イスラエルの神に正しく彼のもの
である実りを携え帰る者たちに与えられる（マタイ 21：41、43、cf.3：8～ 10、7：
15～ 20、12：33～ 37、13：18～ 23、21：18～ 22）。王子の婚宴の招待客リストは
まったく書き換えられる。最初に招かれた者たちは滅んでいるからである（マタイ
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19）または国民（マタイ 20：25）を意味し、とくにうち 4回の特徴的な πάντα τὰ 
ἔθνηは、イスラエルをも含んで包括的にすべての民を意味する。しかし、単数形（い
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（17） ミカ 4：3、イザヤ 2：4に関連。




































































（26） ルツは 23～ 32節をひとつのまとまりとみなし、前半（23～ 27節）の論争的会話は「喩えの物語叙































　これらの変更点のうち、付加された 44節（ルカ 20：18並行）は、41節前半と 42










マタイによる福音書 21章 43節における ἔθνοςの指示内容について
　ここでも義は実践を前提とされている。悪人たちから取り上げられたぶどう園を貸
し与えられるのは「その時（季節）ごとに彼（農園主）に実を納める（οἵτινες 
ἀποδώσουσιν αὐτῷ τοὺς καρποὺς ἐν τοῖς καιροῖς αὐτῶν）」農夫たち（41節）であり、神の国























（30） Olmstead, p. 131.
（31） 須藤、前掲書、4頁以下。
（32） 申命記 32：21参照。
 　αὐτοὶ παρεζήλωσάν με ἐπ᾽ οὐ θεῷ παρώργισάν με ἐν τοῖς εἰδώλοις αὐτῶν κἀγὼ παραζηλώσω αὐτοὺς ἐπ᾽ οὐκ ἔθνει 
ἐπ᾽ ἔθνει ἀσυνέτῳ παροργιῶ αὐτούς
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（37） マタイ福音書では「そこでは泣きわめきと歯ぎしりがある」（evkei/ e;stai o` klauqmo.j kai. o` brugmo.j tw/n 
ovdo,ntwn）という表現は終末的裁きを受けた者たちの末路あるいは反応として、8：12, 13：42, 13：
50, 22：13, 24：51, 25：30に用例がある（ルカでは１回のみ 13：28に前述の「不義」を行う者ども
の末路として言及がある）。
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にふさわしいふるまいをする」ことのない者たちである。ἐκκλησίαの κλητοί（招かれ
た／呼ばれた者たち）が全て ἐκλεκτοί（選ばれた者たち）ではないのである。
　21：43においては「あなたがた」と「ふさわしい実を結ぶ ἔθνος」が対置されてい
る。「あなたがた」とは、単にイスラエルの指導者たちのことや、ユダヤ人全体のこ
とではない。礼服を着損ねて外に出される者、すなわち律法遵守におけるゆるみ（＝
不法 ἀνομία）に傾く者たちすべてなのである。
　そして、この再編はすでに起こったこと（たとえばイスラエルから異邦人への宣教
方向の転換といったような）ではなく、マタイにとっての現在において進行中のこと
がらであり、終末において完成される出来事（cf. マタイ 13：24～「毒麦の喩え」）
なのである。
　マタイ 21：43における ἔθνοςは、その語自体の意味内容として具体的な民族や集団
を表してはいない。しかし、この表現を含むペリコーペ全体（あるいはそれを含む一
連の喩え集）が指し示しているのは、「キリスト教世界」全体に喫緊の課題としてつ
きつけられ、終末において完成される、義の実践というふさわしい実を結ぶ「新しい
民」への再編なのである。
（本稿は、2013年 9月に立教大学で行われた、日本新約学会第 53回学術大会での発表に、加筆修正したも
のである。）
